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友だちはどこかな？
桜満開で迎えた新しいスタート

――― 高瀬中学校入学式――― 高瀬中学校入学式

ドキドキのクラス発表

中学校の桜が満開を迎えた4月6日。

入学式が行われました。

今年は67名の新入生を迎え、２クラス編成で

新しいスタートを切りました。
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　3月議会定例会は3月4日から19日まで開かれた。
承認1件、議案26件、同意2件、陳情3件、発議5件を審議しすべて可決した。
　一般会計予算は予算決算特別委員会で修正動議が出され、委員会で修正された。その結果、最終
日の本会議において委員会報告の中で修正案として提出され、賛成多数で可決した。一般会計補正
予算においても行政側の訂正という形で修正が行われ、全会一致で可決された。
　また、財政問題の責任を取り行政側と議会側の給与及び報酬の削減案と行財政改革推進委員会
及び、議会において行財政改革研究特別委員会の設置を可決した。

3
月
議
会
の
ポ
イ
ン
ト

議員報酬10%削減します
議会としてのチェックの甘さを深く認識し右記の
とおり報酬を10%減額いたします。
期間は今任期中（令和3年4月1日〜令和5年4月
29日まで）

議　長 28万4100円→ 25万5690円 （-2万8410円）

副議長 20万9400円→ 18万8460円 （-2万 940円）

委員長 20万1400円→ 18万1260円 （-2万 140円）

議　員 18万9400円→ 17万 460円 （-1万8940円）

　今年度の予算は、一般会計で昨年
度 比 8.8% 減 の 44 億 7800 万 円。
国民健康保険など 4 つの特別会計の
予算総額は 13 億 2337 万円、水道
事業会計は 1.8% 減の 2 億 1660 万
円、下水道事業会計は 2.2% 減の 6
億 5807 万円、全会計を合わせた予
算総額は 5.1% 減の 66 億 7604 万
円です。

子どもへの仕送り（他会計への繰り出し金）
137（－1）万円：31%

貯金（積立金）7（+1）万円：2%

配偶者のパート代
（寄付金、繰入金など）
12（－28）万円：3%

親からの仕送り
（地方交付税、国・県支出金など）
298（+21）万円：67%

 令和3年度 池田さん家の家計簿 令和3年度 池田さん家の家計簿
ち

ち
令和３年度一般会計予算44億7800万円を

池田さん家（仮称、年間収入448万円）の家計に置き換えてみました。
令和３年度一般会計予算44億7800万円を

池田さん家（仮称、年間収入448万円）の家計に置き換えてみました。

家計が厳しくなったため、本年度は経費節減に努め、貯金（財政調整基金）をおろさず家計を
やりくりします。年度末の貯金残高は35万7000円となる見込みです。

池田さん家の令和3年度の見通し

その他（譲与税など）15（+1）万円：3%
借金29（－32）万円：6%

給料（町税、使用料、手数料）
94（－5）万円：21%

生活費（人件費、物品購入費、扶助費）
210（－2）万円：46%

（　）内は昨年との比較数値

自宅改造・修繕費（建物・道路などの工事費）
35（－36）万円：8%
ローン返済（借金返済）
59（－2）万円：13%

年間448万円の収入源収入 年間448万円の使われ方支出

池田さん家（仮称）の家計池田さん家（仮称）の家計

※不要なお金がまだはっきりしていないので、貯金残高は増える
　可能性があります。

ち

令和3年度予算総額は66億7604万円
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本年度 対前年度増減

池 田 町 工 場 誘 致 等 特 別 会 計 予 算 608万円 0万円

池 田 町 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算 11億4012万円 7764万円

池 田 町 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 予 算 1億6250万円 846万円

池 田 町 簡 易 水 道 事 業 会 計 予 算 1467万円 617万円

池 田 町 水 道 事 業 会 計 予 算 2億1660万円 −405万円

池 田 町 下 水 道 事 業 会 計 予 算 6億5807万円 −1510万円
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削減総額は 2613 万円
削減額全額を予備費に上乗せし、今後基金への繰り入れや起債の償還金などにあてる。

3年度一般会計修正案

2年度一般会計補正予算案

原案 2700 万円
↓

修正案 540 万円

原案 1665 万円
↓

修正案 1212 万円

◎移住定住補助金　2160 万円減

中核農家育成
経営規模

拡大事業補助金
807 万円

ハーブ温室
工事請負費 ･
重機借上料
260 万円減

池田小学校　多目的トイレ設置	 200 万円
池田工業高校 100 周年補助金	 100 万円
住宅リフォーム事業補助金	  500 万円

◎ハーブガーデン委託費・材料費　453 万円減

財政危機に対応するには、3 年度から思い切っ
た経費の削減が求められる。
移住定住補助金を原案の 5 分の 1 に削減する。

（1 件あたり 50 万円→ 10 万円）

国の類似事業の実施に伴い廃止する予定になっていたが、補助金要綱の廃止
が行われていなかった。
対象農家への周知も行われず、過去 2 年分と今年度の事業補助金を計上。
本事業は 2 年度で廃止する。※詳しくは 6 ページ。

議会との協議の中で、事前の詳しい説明がな
かったため、内容等を更に精査、検討して提
出を求めた。その結果、行政側から「予算の
訂正」という形で再提出され、最終日に全会
一致で可決された。原案 260 万円→ 0 円

財源はいずれも一般財源

ハーブセンター東側のハーブガーデン委託料
のうち、薪ボイラー、足湯は費用対効果が少
ないことから削減。
また、ガーデン整備に関わる原材料費は明確
な将来ビジョンに基づき実施すべきであること
から削除。
なお、当初予定されていたガラス温室の改修は凍結となった。

３年 度 目 玉 事 業
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ハーブの足湯

移設される予定の銅像
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 町 民 の 皆 さ ん と 議 会 の 　　意 見 交 換 会 　 　
令和 3 年 3 月 26 日（金曜日）19 時〜 21 時
交流センターかえでにおいて
町民の皆さん約 30 名　議員 11 名　事務局 2 名　他報道関係者

意見、質問、答弁等詳細
（話し言葉を文章にするため、言い回し等少し修正しています。また町民の間
で意見の分かれた内容等は、一部省略しています。）

意見交換会開催に対して、保育園のあり方について

意見 こういう意見交換会などをオンラインで発信できないか。子育て世代等なかなか自由に動けない
方も多い。

答弁 議会定例会、一般質問等あづみ野テレビや YouTube で発信している。できるだけこういう機会で
も発信したい。事務局職員が 2 名と人手不足の問題。事前準備に時間がかかる。参加者のプライ
バシーの問題と課題があるが、なんとかクリアしていきたい。

意見 もっと大勢の町民の方が参加できるよう、土・日曜日に開催してもらいたい。若い世代、子ども
が少なくなってきている中、保育園のあり方をどうとらえているのか。

答弁 またこういう機会を設けて、学生さんや、若い方も参加できるような曜日設定や開催回数等検討
したい。保育園は、その地域の伝統や自然を保って、園児がのびのび過ごせる環境が大事。今、
幼児教育あり方研究部会でも検討中、近いうちにその方向性が見えてくると思う。

意見 議員の皆さんは、保育園に足を運んでもらいたい。子どもの生き生きとした姿を見てもらいたい。
のびのびと過ごしている子どもたちを見て欲しい。それから会染保育園のあり方を語ってもらいたい。

農業者への未払い金問題について

意見 農業者への未払い金問題。昨年夏に行政に指摘したが、一町民の声が聞き入れてもらえない。半
年経ってようやく非を認め、3 月 24 日に未払い金支払いの通知が届いた。議員の誰に相談して
いいかもわからない。議会に目安箱みたいな町民の声を拾うものを考えてもらいたい。
また今回のような、職員のミスに対してそれをチェックできない職場に問題がある。再発防止の
ためにも、年功序列のステップアップではなく、能力主義で職員の育成が必要と考える。
しっかり仕事をした人には、しっかり給料を支払う。そういう人事考課が必要。

答弁 未払い金問題は、トップの責任問題である。今後精査して追及したい。議員一人ひとりが広く町
民の声を拾う一方、目安箱的なものも早急に検討する。

美術館存続について

意見 町立美術館は社会教育施設であって、文化施設でもある。財源不足、入館数等数字だけでは判断
できない。美術館運営は展覧会準備に 1 年以上かかっている。製作費もかかっている。多数の町
外からの来館者で経済効果にも寄与している。指定管理の意味をしっかり把握してもらいたい。

答弁 町民の声を広く聴いて、議会としても十分検討していきたい。

議員報酬カットについて

意見 町政の監督責任もある議会が、財政ひっ迫の責任の取り方で 10％カットは少ないのではないか。

答弁 基本的には行政の責任が大きいが、チェック機能が弱かったと責任を感じている。現在、一般議
員の月額報酬は 189,400 円。10％カットで約 170,000 円。次回改選までの 2 年間。
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 町 民 の 皆 さ ん と 議 会 の 　　意 見 交 換 会 　 　
3 月議会を振り返って

意見 画期的な議会だった。裏を返せば、今までどうだったかということ。今回、議員の皆さんも一致
団結して打開に向けて力を合わせた。その意味は非常に大きいと感じる。この危機的財政状況を
議員の皆さんが今後どう取り組んでいくのかが問われる。議会が機能しなければ、今後、20％
30% カットもあり得る。これからは地区ごとの意見交換の場で広く住民の声を聴いて、町民に知
らしめていく必要がある。今までの議会とは全く空気感が違っていた。議員一人ひとりの追及す
る声の力にも張りがあった。

答弁 議員も住民の集まりに出かけていくなど、呼ばれるような活動をしていかなければならない。議
員一人が 10 人の住民の声を聴けば、120 人の町民の声が町政に反映する。4 月に発足する行財
政改革推進委員会に向けて、3 名の町民の参加公募が始まっている。ぜひ声をあげてもらいたい。

意見 池田町で初めてのような修正動議があった。毎年のようにあってもいいと思う。町民と議会と町
政側とのキャッチボールが今までできていなかった。世の中がどんどん変わっていく中、議会も
変わっていく必要がある。人口減少問題も、周りの市町村とサービス競争をやれば、財政力で太
刀打ちできない。長期的なビジョンで議員も勉強し、提案をしていってもらいたい。

答弁 町長は予算に対して基本的な自身の方針を何も打ち出していない。方針の見えないところで、い
きなり２､ ３月に予算数字だけ出されてもすべてを検証しにくい。本来は 9 月決算が終わった時
点で、予算の基本方針が出されるべき。その間で十分町民の意見も取り入れられる。今後は強く
要求していきたい。

意見 議員の皆さんが問題意識を持たれ、勉強して、予算修正に追い込んだことは、議会として機能し
ていると評価している。議員一人が声をあげても、100 人の職員が精査をしている項目をすべて
チェックするのは困難。今回の一般質問のように議員が横につながって連携し、行政を問いただす、
次回もこの姿勢で、曖昧な答弁をしている行政側を追求してもらいたい。一回で終わるのでなく、
次回もまた同じ質問、提案でしつこく迫っていってもらいたい。

答弁 正念場に立たされた今回の議会であった。きっちり行政と対峙する姿勢で、行政側からしっかり
答弁を引き出していきたい。

紙面の都合上、一部意見等割愛させていただきました。たくさんの町民の皆さん、ご参加ありがとうございました。

終了後のアンケートより抜粋
・行政から議会への干渉を許さない毅然とした対応を。
・財政問題は住民生活の土台です。一緒にもっと学習を深めましょう。
・池田町の将来像をめぐって、自由な議論ができる場をつくりたい。
・3 月議会は議員さん一人一人が一歩前へ出て対応をしていて評価します。

健全財政になるのは数年かかります。まだまだ経常経費を削減しなければなりません。
毎年減額してください。

・今回の財政問題等、常に行政の情報を町民へ知らせてください。
・活発な議論が出来てよかったです。
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ここが　
　聞きたい 予 算 審 査 質疑

令和３年度一般会計予算と、各特別会計予算及び令和２年度補正予算を、予算決算特別
委員会で審議しました。令和３年度一般会計予算について、修正動議が出され、委員会
として可決されました。抜粋して審議内容をお知らせします。

員
の
怠
慢
で
、対
象
者
に
補

助
金
が
不
払
い
だ
っ
た
。対

応
を
聞
く
。

答　

人
数
、金
額
は
、平
成
30
年

度
は
69
名
で
6
0
0
万
8
千

円
、令
和
元
年
度
は
43
名
で

2
0
3
万
6
5
0
0
円
、令
和

2
年
度
は
2
名
で
2
万
3
千

円
で
、3
月
中
に
支
払
う
。対

象
者
に
お
詫
び
し
陳
謝
の
文

書
を
つ
け
る
。

問　

再
発
防
止
の
考
え
と
職

員
の
処
分
を
聞
く
。

答　

再
発
防
止
は
事
例
を
挙

げ
な
が
ら
検
討
す
る
。処
分
案

等
は
懲
罰
委
員
会
で
考
え
る
。

意
見　

検
討
策
お
よ
び
、職

員
の
処
分
に
つ
い
て
説
明
ま

た
は
資
料
の
提
供
を
要
望

す
る
。

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
づ
く
り

問　

長
年
活
動
し
た
ハ
ー
ブ

生
産
組
合
が
町
の
都
合
で
解

体
の
要
望
が
あ
り
、経
過
を

聞
く
。

答　

誤
解
が
あ
っ
た
。1
月

に
協
議
し
、改
め
て
ハ
ー
ブ

生
産
を
要
望
し
、返
事
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

意
見　

こ
の
事
業
の
3
3
4

万
2
千
円
の
補
正
は
こ
の
時

期
認
め
ら
れ
な
い
。来
年
度

予
算
で
計
上
す
べ
き
で
あ
る
。

有
事
の
コ
ロ
ナ
対
策

問　

有
事
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
で
ど
の
程
度
整

備
さ
れ
た
か
。

答　

エ
ア
ベ
ッ
ト
は
70
基
そ

ろ
え
、や
す
ら
ぎ
の
郷
、ラ
イ

フ
、高
瀬
荘
な
ど
に
配
置
す

る
計
画
で
、場
所
の
確
保
の

検
討
を
進
め
る
。

中
核
農
家
育
成
補
助
金
の

不
払
い

問　

中
核
農
家
育
成
経

営
規
模
拡
大
事
業
補
助
金

（
8
0
6
万
8
千
円
）が
、平

成
30
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

に
わ
た
り
、当
時
の
担
当
職

電
算
委
託
料
の
圧
縮
を

問　

電
算
委
託
料
の
圧
縮
は

昨
年
に
比
べ
て
ど
う
か
。

答　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
全
体

の
情
報
セ
ン
タ
ー
で
各
市
町

村
が
連
携
で
行
っ
て
い
る
の

で
、バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

意
見　

町
長
の
交
渉
力
で
お

願
い
す
る
。

庁
舎
駐
車
場
の
借
り
上
げ
料

問　

財
政
難
の
お
り
、庁
舎

の
駐
車
場
の
借
り
上
げ
料
の

見
直
し
が
で
き
な
い
か
。

答　

八
幡
神
社
に
対
し
て
は

当
初
の
70
、80
万
円
か
ら
値

上
げ
し
、今
の
1
0
0
万
円

代
に
な
っ
た
経
過
が
あ
る
。北

側
駐
車
場
は
地
主
と
交
渉
し

て
い
る
が
、確
定
申
告
時
等

は
満
車
と
な
り
、す
ぐ
に
返

上
で
き
な
い
。

要
望　

町
長
に
決
断
願
い

た
い
。

災
害
時
の
非
常
食
の
消
費
は

問　

災
害
対
策
経
費
1
5
0

万
円
だ
が
、非
常
食
が
残
っ

た
場
合
の
対
策
は
。

答　

町
民
の
3
分
の
1
が
3

日
間
過
ご
せ
る
も
の
を
計
画

的
に
備
蓄
し
て
い
る
。賞
味

期
限
を
考
え
、無
駄
に
な
ら

な
い
よ
う
学
校
、保
育
園
、お

よ
び
自
主
防
災
会
の
会
議
な

ど
で
配
布
し
、フ
ー
ド
バ
ン

ク
に
も
提
供
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
扱
い

問　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を

財
政
調
整
基
金
代
わ
り
に
使

う
と
、ふ
る
さ
と
納
税
が
入

ら
な
い
場
合
、息
詰
ま
る
こ

と
を
危
惧
す
る
が
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
者
の
意

向
を
含
め
て
既
存
の
事
業
に

充
て
て
い
る
が
、基
本
は
一

般
財
源
で
や
る
べ
き
と
考
え

る
。

問　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
が

一
部
の
町
民
の
利
益
に
使
わ

れ
て
い
る
。み
ん
な
に
恩
恵

が
受
け
ら
れ
る
寄
付
に
な
る

よ
う
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

町
へ
の
寄
付
で
、管
理

費
に
充
て
る
こ
と
は
不
自
然

で
は
な
い
と
思
う
。

要
望　

管
理
経
費
に
充
て

る
こ
と
は
、ふ
る
さ
と
納
税

に
そ
ぐ
わ
な
い
。精
査
を
。

財
政
難
と
補
助
金

問　

移
住
定
住
の
補
助
を

10
万
円
に
す
る
考
え
に
つ
い

て
町
長
は
ど
う
思
う
か
。

答　

若
者
の
歯
止
め
は
、補

助
金
が
大
き
な
要
素
に
な

る
。出
生
数
の
減
少
が
心
配

で
あ
る
。

問　

財
政
が
成
り
立
つ
よ
う

補
助
金
の
見
直
し
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
思
う
が
。

答　

少
子
化
が
進
め
ば
池
田

の
未
来
は
、希
望
の
薄
い
も

の
に
な
る
。

意
見　

令
和
7
年
以
降
、実

質
公
債
費
比
率
が
18
%
を
超

え
る
の
で
は
と
危
惧
す
る
。

今
後
、穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
解
体
費
用
も
あ
り
、

18
%
を
超
え
な
い
試
算
の
資

料
を
要
求
す
る
。

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
３
年
度

一
般
会
計
予
算
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予
算
決
算
特
別
委
員
会
／
常
任
委
員
会
報
告

予
算
決
算
特
別
委
員
会　

審
査
報
告

出
産
祝
い
金

問　

出
産
祝
い
金
は
何
人
を

想
定
し
て
い
る
か
。

答　

令
和
3
年
度
は
30
人

を
想
定
し
て
い
る
。現
在
、8

月
ま
で
の
予
定
は
5
人
で

あ
る
。

高
齢
者
在
宅
支
援
事
業

問　

高
齢
者
在
宅
支
援
事
業

で
新
し
い
事
業
の
情
報
カ
プ

セ
ル
な
ど
、周
知
と
利
用
増

進
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　

4
月
の
広
報
や
訪
問

介
護
の
方
を
通
し
て
周
知
す

る
。

問　

買
い
物
支
援
事
業
の
利

用
料
は
。

答　

広
域
連
合
統
一
の
事
業

で
、利
用
料
は
買
い
物
袋
1

つ
に
対
し
5
0
0
円
で
、翌

日
に
配
達
す
る
。加
盟
店
は
、

ザ
・
ビ
ッ
グ
、て
る
坊
市
場
、

松
川
村
の
西
友
と
コ
メ
リ
の

4
店
舗
で
あ
る
。

さ
く
、ほ
と
ん
ど
農
協
で
乾

燥
し
区
別
が
で
き
な
い
。営

農
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し

推
進
し
て
い
く
。

賑
わ
い
拠
点
の
指
定
管
理

問　

ま
ち
な
か
賑
わ
い
拠
点

の
指
定
管
理
は
4
年
目
に
な

る
が
、減
額
を
考
え
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

答　

関
係
者
の
努
力
で
方
向

性
が
見
え
て
き
た
。今
回
の

予
算
は
や
む
を
え
な
い
。

保
小
中
15
年
プ
ラ
ン
研
修

問　

風
越
学
園
視
察
研
修
に

22
万
円
計
上
は
、高
額
で
は

な
い
か
。

答　

内
容
は
保
小
中
15
年
プ

ラ
ン
の
研
修
で
、場
所
は
風

越
学
園
だ
け
に
限
ら
ず
、先

進
的
な
学
校
を
含
め
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ほ
場
整
備

問　

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
管
理

委
託
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ほ
場

管
理
が
あ
る
が
計
画
は
。

答　

現
在
一
部
の
方
が
取
り

組
ん
で
い
る
。今
後
、研
究
し

て
い
く
。現
在
、自
然
有
機
栽

培
の
た
め
土
壌
の
化
学
肥
料

を
除
去
し
て
い
る
。

給
食
に
池
田
産
米
を

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用

し
て
い
る
コ
メ
は
1
0
0
%

松
川
産
で
あ
る
。
年
間

2
9
0
俵
だ
が
、50
%
を
目

標
に
池
田
産
米
を
使
え
な
い

か
。

答　

池
田
は
経
営
形
態
が
小

令
和
2
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

町
長
か
ら
訂
正
概
要
提
出

「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
づ
く

り
事
業
」の
重
機
借
り
上

げ
料
と
工
事
請
負
費
合
計

2
6
0
万
4
千
円
を
減
額

す
る
。

審
議
結
果	

全
員
賛
成

令
和
3
年
度
一
般
会
計
予

算
に
対
す
る
修
正
概
要

議
会
か
ら
予
算
削
減
の
修

正
動
議
提
出

①
移
住
定
住
補
助
金
予
算

を
5
分
の
1
と
す
る

②
薪
ボ
イ
ラ
ー
・
足
湯
費

用
、ガ
ー
デ
ン
原
材
料
費

削
減

削
減
総
額 

2
6
1
3
万
円

修
正
動
議
審
査
意
見

◦
移
住
定
住
補
助
金
の
予

算
総
額
を
減
ら
す
こ
と

が
財
政
再
建
策
と
し
て

重
要
。件
数
を
減
ら
せ

ば
補
助
単
価
の
大
幅
減

に
な
ら
な
い
。

◦
今
は
財
政
危
機
を
解
決

す
る
時
期
で
、大
き
く

削
れ
る
案
件
は
移
住
定

住
補
助
金
し
か
な
い
。

◦
財
政
危
機
対
応
で
町
民

に
負
担
を
強
い
る
中
、特

定
な
人
に
多
額
の
補
助

金
は
不
公
平
で
あ
る
。新

築
し
た
町
民
に
補
助
を

受
け
て
い
な
い
方
も
お

り
、不
公
平
感
が
あ
る
。

以
上
の
論
議
の
結
果
議
員

全
員
賛
成
で
修
正
案
可
決

令
和
3
年
度
一
般
会
計
予

算
審
査
意
見

◦
て
る
て
る
坊
主
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
に
つ
い
て

応
援
基
金
か
ら
4
千
万
円

を
様
々
な
事
業
に
繰
り
入

れ
て
い
る
。基
金
を
恒
常
的

な
財
源
構
成
と
し
て
頼
る

財
政
運
営
は
基
本
的
に
誤

り
で
あ
る
。

応
援
基
金
は
全
額
を
積
み

立
て
、一
定
額
が
積
み
立
っ

た
場
合
に
形
と
し
て
残
る

も
の（
例
・
町
営
住
宅
の
建

設
な
ど
）に
計
画
的
に
運
用

す
べ
き
で
あ
る
。

◦
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
な
ど

使
用
料
の
使
途
の
説
明

を
求
め
る
。

常
任
委
員
会
報
告

問　

里
山
空
間
保
全
活
用
地

域
か
ら
山
麓
集
落
地
域
に
変

更
に
な
っ
た
地
域
で
、
計
画

さ
れ
て
い
る
開
発
案
件
に
つ

い
て
は
早
め
に
地
元
自
治
会

と
調
整
を
。

答　

調
整
は
済
ん
で
い
る
。

問　

締
め
切
り
と
予
定
は
。

答　

貸
し
付
け
は
3
月
末
日

で
終
了
で
あ
る
。

問　

融
資
額
と
人
数
は
。

答　

融
資
は
27
件
で
1
億

8
千
万
円
。
最
終
額
は
確
定

後
に
公
表
す
る
。

問　

指
定
管
理
の
期
間
は
3

年
だ
が
、
町
財
政
を
考
え
1

年
が
よ
い
の
で
は
。

答　

1
年
毎
だ
と
中
期
的
計

画
が
立
て
ら
れ
な
い
。

◉
議
案　

土
地
利
用
調
整

基
本
計
画

◉
議
案　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
利
子

補
給
基
金
条
例

◉
議
案　

ま
ち
な
か
賑
わ

い
拠
点
施
設
の
指
定
管
理
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本
会
議
討
論

3月定例会
主な議案の説明と
審査結果 本

会
議
討
論

６
議
員
が
賛
成
・
反
対
討
論

大
出
美
晴
議
員

責
任
の
重
さ
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
妥
当
な
金
額

だ
と
思
う
。
賛
成
し
た
い
。

賛
成
で
す
！

薄
井
孝
彦
議
員

財
政
危
機
に
つ
い
て
は
、

議
会
側
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

果
た
せ
な
か
っ
た
事
も
あ

る
。
賛
成
す
る
。

賛
成
で
す
！

横
澤
は
ま
議
員

町
は
行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
を
設
置
し
て
、
検
討
を

開
始
す
る
。
こ
れ
に
呼
応
し

て
議
会
と
し
て
も
町
行
財

政
改
革
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
は
不
可
欠
で
あ
る
。
賛

成
す
る
。

で
持
続
可
能
な
町
政
運
営
に

繋
が
る
よ
う
願
い
を
込
め

て
、
賛
成
す
る
。

反
対
で
す
！

矢
口　

稔
議
員

先
の
住
民
説
明
会
の
中
か

ら
も
教
育
長
の
削
減
率
13
%

に
つ
い
て
疑
問
視
す
る
発
言

も
あ
っ
た
。
町
理
事
者
と
し

て
一
律
の
削
減
率
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
議

案
が
前
例
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
削
減
率
に
つ
い
て
明
確

な
根
拠
を
示
し
て
上
程
す
べ

き
で
あ
る
。
総
合
的
に
判
断

し
て
反
対
す
る
。

賛
成
で
す
！

薄
井
孝
彦
議
員

教
育
長
の
町
行
政
に
関
わ

る
責
任
は
町
長
・
副
町
長
と

は
明
ら
か
に
異
な
る
。
し
か

し
町
理
事
者
と
し
て
の
連
帯

責
任
は
あ
る
と
考
え
る
。
教

育
長
の
給
料
月
額
の
削
減
率

を
13
%
以
下
に
す
る
と
教

育
長
の
給
料
月
額
が
副
町
長

を
上
回
り
、
特
別
職
の
給
料

に
整
合
性
を
欠
く
こ
と
に
な

る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

賛
成
で
す
！

薄
井
孝
彦
議
員

否
決
さ
れ
て
し
ま
う
と
、

町
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、私
は
賛
成
し
た
い
。

賛
成
で
す
！

服
部
久
子
議
員

高
齢
者
の
所
得
の
8
割
は

年
金
で
占
め
ら
れ
、
7
割
の

世
帯
は
年
金
だ
け
で
生
活
し

て
い
る
。
こ
れ
以
上
負
担
を

増
や
す
こ
と
に
は
反
対
で
あ

り
、
陳
情
に
賛
成
す
る
。

賛
成
で
す
！

矢
口　

稔
議
員

こ
の
条
例
は
、
町
の
財
政

改
善
に
つ
い
て
、
町
長
か
ら

諮
問
を
受
け
答
申
を
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ

て
町
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
委
員
会
が
真
に
町
の
行
財

政
問
題
を
直
視
し
、
効
率
的

上
乗
せ
を
し
て
い
る
。
翌
年

度
の
予
算
、
償
還
財
源
に
回

す
こ
と
が
で
き
賛
成
す
る
。

大
出
美
晴
議
員

今
回
の
修
正
案
は
議
会
に

と
っ
て
数
少
な
い
権
利
の
行

使
で
あ
る
。
予
算
全
体
を
考

え
る
と
、
減
額
は
当
然
で
あ

り
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

反
対
で
す
！

大
出
美
晴
議
員

当
初
予
算
に
お
け
る
町
民

益
を
考
え
る
と
、
私
は
納
得

で
き
な
い
。
正
し
い
も
の
が

正
し
く
報
わ
れ
る
町
政
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
公
平
公
正
に
町
民
の

税
金
が
使
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
事
業
の
内
容
、
そ
れ
に

伴
う
予
算
の
根
拠
が
ま
だ
あ

い
ま
い
で
あ
る
。
も
っ
と
予

算
の
審
議
を
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
、
反
対
す
る
。

出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
災
害
被
害
が
起
こ
れ

ば
、
今
の
池
田
町
に
持
ち
こ

た
え
る
体
力
は
な
い
と
考
え

る
。
町
長
か
ら
移
住
定
住
補

助
金
に
つ
い
て
、「
そ
こ
ま
で

減
額
し
な
く
て
も
財
政
は
大

丈
夫
」と
い
う
言
葉
が
な
か
っ

た
。
本
当
に
苦
し
い
選
択
だ

が
、
賛
成
す
る
。

服
部
久
子
議
員

議
会
か
ら
で
き
る
だ
け
早

く
健
全
財
政
に
戻
す
た
め
、

修
正
動
議
が
出
さ
れ
た
。
で

き
る
だ
け
町
民
の
暮
ら
し
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
配
慮
さ

れ
た
。知
恵
と
工
夫
を
出
し
、

前
進
す
る
の
み
と
考
え
、
修

正
案
に
賛
成
す
る
。

薄
井
孝
彦
議
員

移
住
定
住
補
助
金
に
つ
い

て
、
半
額
に
減
ら
す
と
い
う

原
案
が
示
さ
れ
た
が
、
財
政

危
機
を
乗
り
越
え
て
い
く
た

め
に
、
5
分
の
1
程
度
に
す

れ
ば
2
1
6
0
万
円
の
減
額

が
で
き
る
。
減
額
し
た
予
算

と
い
う
の
は
予
備
費
の
方
に

反
対
で
す
！

服
部
久
子
議
員

他
の
市
町
村
と
比
べ
て
手

厚
い
事
業
が
長
年
実
施
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
町
の
財

政
難
の
影
響
を
受
け
、
障
害

者
医
療
費
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
は
賛
成
で
き
な
い
。

賛
成
で
す
！

矢
口　

稔
議
員

財
政
問
題
が
表
面
化
し
た

昨
年
6
月
以
降
、
複
数
の

要
望
書
な
ど
提
出
し
て
き

た
。
こ
の
修
正
案
は
議
会
と

し
て
も
最
大
限
の
譲
歩
で

あ
り
、
大
き
な
決
断
で
も
あ

る
。
町
の
財
政
立
て
直
し
、

第
一
歩
の
修
正
案
と
し
て

賛
成
す
る
。

大
厩
美
秋
議
員

移
住
補
助
金
の
減
額
に
つ

い
て
、
今
後
大
き
な
事
業
支

◉
陳
情　

75
歳
以
上
の
医

療
費
窓
口
負
担
に
つ
い
て
原

則
1
割
負
担
の
継
続
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

◉
議
案　

福
祉
医
療
費
特

別
給
付
金
条
例
の
一
部
改
正

◉
議
案　

令
和
３
年
度
一
般

会
計
予
算
（
修
正
案
）

◉
議
案　

令
和
３
年
度
一
般

会
計
予
算
（
修
正
を
除
く
原

案
）

◉
議
案　

行
財
政
改
革
推

進
委
員
会
設
置
条
例
の
全

部
改
正

◉
議
案　

特
別
職
の
職
員

等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
（
行
政
側
）

◉
発
議　

特
別
職
の
職
員

等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
（
議
会
側
）

◉
発
議　

町
議
会
行
財
政

改
革
研
究
特
別
委
員
会
の

設
置
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3月定例会
主な議案の説明と
審査結果

審
査
結
果
一
覧

池田町議会だより　　第 130号　　2021 年 4月 28日発行9

○・・・賛成　●…反対

審
査
結
果

松
野
亮
子

大
厩
美
秋

中
山　

眞

横
澤
は
ま

矢
口　

稔

矢
口
新
平

大
出
美
晴

和
澤
忠
志

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

那
須
博
天

倉
科
栄
司

3
月
定
例
会

承
認令和2年度一般会計補正予算（第9号）について 承認 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　
　
　
　
　
　
　
　
　

案

農地耕作条件改善事業会染・中鵜地区鵜山1・3工区防除ネット工事変
更請負契約の締結について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて（学校薬剤師の報酬の増額及び非常勤特別職に校医（眼科）、学
校職員健康管理医を加えるため）

可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

てるてる広場設置条例の制定について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
第2号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について（地域おこし協力隊の給与の適要号俸を総務省が示
す上限と同等にするため）

可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ −

池田町の土地利用及び開発指導に関する条例の一部を改正する条例
の制定について（土地利用調整協議の対象とならない開発事業を明
確にするとともに、所有する土地等の適切な管理及び隣接する公有地
の維持管理活動への協力に関する規定を明記するため）

可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例の制定について
（財政健全化に伴う制度の見直しに伴い、給付金支給対象者に所得制
限を設けるため）

可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ −

公共施設使用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について（入
浴施設の維持管理のため、入浴料の引き上げに必要な改正） 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

新型コロナウイルス感染症対策利子補給基金条例の制定について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について（担当
課を変更することに伴う必要な改正） 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

土地利用調整基本計画の策定について（H23策定の既存計画の期間
が終了するにあたり、新たな計画を策定するため） 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ −

まちなかの賑わい拠点施設の指定管理者の指定について 可決 − ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −
令和2年度一般会計補正予算（第10号）について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和2年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和2年度簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和3年度一般会計予算について(修正案） 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● −
令和3年度一般会計予算について（修正案を除く原案） 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
令和3年度工場誘致等特別会計予算について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和3年度国民健康保険特別会計予算について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和3年度後期高齢者医療特別会計予算について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和3年度簡易水道事業特別会計予算について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和3年度水道事業会計予算について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和3年度下水道事業会計予算について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて（理事者給料） 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

行政改革推進委員会設置条例の全部を改正する条例の制定について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
執行機関の附属機関設置等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

高齢者地域支えあい拠点施設設置条例の一部を改正する条例の制
定について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

豊盛地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定管理者の指定につい
て 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

同
意

固定資産評価審査委員の選任について 同意 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
教育委員会委員の任命について 同意 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

陳　
　
　

情

長野県池田工業高等学校の高度ものづくり専門教育の実施と池田工
業高校の単独存続をお願いする陳情書 採択 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求
める陳情書 採択 − ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −

75歳以上の医療費窓口負担について原則1割負担の継続を求める
意見書提出の陳情 採択 − ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −

発　
　
　

議

特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて(議員報酬） 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議会行財政改革研究特別委員会の設置について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
長野県池田工業高等学校の高度ものづくり専門教育の実施と池田工
業高校の単独存続に関する意見書について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
75歳以上の医療費窓口負担について原則1割負担の継続を求める
意見書について 可決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

※倉科議長は表決には加わりません。 ※松野議員は病気療養中のため欠席です。	



一般質問は、議員の日常
活動と調査・研究、町民
の声や自身の考え方をも
とに、町長や教育長など
の方針を問うものです。

ここが聞きたい
７人が一般質問を行いました

７議員が町政をただす!７議員が町政をただす!７議員が町政をただす!
一
般
質
問

問
財
政
難
を
招
い
た
町
長
の
誠
意
あ
る
謝
罪

の
あ
り
方
は
。
ま
た
、
財
政
の
改
善
に
対

す
る
政
治
姿
勢
と
は
。

答
財
政
の
調
整
が
う
ま
く
い
か
ず
反
省
を
し

て
い
る
。
財
政
の
改
善
に
つ
い
て
覚
悟
を

示
す
に
は
、
状
況
説
明
と
数
字
的
な
説
明
が
不
可

欠
で
あ
り
、
給
与
削
減
額
に
手
間
取
っ
た
。
最
終

的
に
町
長
30
%
、
副
町
長
20
%
、
教
育
長
13
%

削
減
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
財
政
の
改
善
は
、

新
年
度
よ
り
体
制
を
と
り
、
議
会
と
も
調
整
を
し

な
が
ら
財
政
の
指
標
を
定
め
示
し
て
い
き
た
い
。

問
財
政
難
を
脱
却
す
る
た
め
に
美
術
館
、
ク

ラ
フ
ト
パ
ー
ク
全
体
を
含
め
た
大
事
業
等

議
論
し
、
凍
結
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
運
営
委
員
会
や
行
革
委
員
会
で
十
分
検
討

し
、
町
民
の
意
見
も
伺
い
方
針
を
定
め
て

い
き
た
い
。

問
ひ
っ
迫
す
る
財
政
の
健
全
化
に
対
し
、
移

住
定
住
補
助
金
を
さ
ら
に
減
額
し
、
当
初

の
10
万
円
に
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

答
人
口
の
急
激
な
減
少
を
喰
い
止
め
る
施
策

と
し
て
継
続
し
、
令
和
4
年
度
か
ら
年
齢

制
限
を
設
け
る
な
ど
削
減
を
検
討
し
て
い
く
。

問
未
来
に
つ
な
ぐ
望
ま
し
い
行
政
運
営
が
で

き
る
よ
う
、
行
財
政
改
革
委
員
会
（
仮
称
）

横
澤
は
ま 

議
員

財
政
健
全
化
に
向
け

た
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り

中
山　

眞 

議
員

財
政
危
機
を
招
い
た

原
因
と
問
題
点

問
財
政
危
機
打
開
の
町
長
の

取
り
組
み
は
。

答
短
期
的
に
は
、
次
年
度

の
予
算
編
成
や
収
支
は

ど
う
な
の
か
を
検
討
。
長
期

的
に
は
、
予
定
さ
れ
る
事
業

を
含
め
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
う
か
を
検

討
。
基
金
状
況
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
安
定

し
た
財
政
状
況
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
提
示
さ
れ
た
理
事
者
の
報
酬
カ
ッ
ト
は
何

に
対
す
る
責
任
の
取
り
方
な
の
か
。

答
状
況
の
認
知
の
遅
れ
や
、
経
常
経
費
の
増

大
、
継
続
事
業
な
ど
の
歳
出
増
大
に
よ
る

財
政
調
整
基
金
の
減
少
。
そ
の
た
め
に
、
財
政
の

ひ
っ
迫
状
況
を
招
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
責
任
を

感
じ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
町
民
の
皆
様
に
少
な

か
ら
ず
ご
負
担
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
結
果

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
責
任
の
取
り

方
の
一
つ
で
あ
る
。

問
町
民
の
負
託
を
受
け
た
議
員
は
町
民
の
意

見
を
聴
き
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
義
務
が

あ
り
、
町
民
に
説
明
す
る
義
務
も
あ
る
。
な
ぜ
削

減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
オ
フ
レ
コ
で
進
め
よ
う
と
す

る
の
か
。
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一
般
質
問

の
早
期
立
ち
上
げ
を
。

答
条
例
改
正
を
行
い
「
行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
」
に
名
称
を
変
え
、
委
員
の
任
務
や

任
期
（
2
年
）
を
具
現
化
し
、
新
年
度
早
々
に
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
財
政
健
全
化
を
図
る
た
め
の
「
ま
ち
づ
く

り
推
進
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
。

答
「
仮
称
・
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策
定

を
計
画
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
に
特
化
し
た
も
の
で
、「
ま
ち
づ
く
り
推
進

プ
ラ
ン
」
と
は
少
し
性
格
の
違
う
も
の
に
な
る
。

問
効
率
的
で
効
果
的
な
財
政
運
営
推
進
と
、

職
員
数
削
減
の
考
え
は
。

答
第
6
次
総
合
計
画
の
前
期
の
最
終
年
度
の

職
員
数
を
97
名
に
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
実
現
化
に
向
け
努
力
し
た
い
。
条
例
定
数
の

1
1
7
名
を
目
標
値
97
名
と
す
る
か
否
か
は
検

討
課
題
と
す
る
。

答
議
会
に
は
秘
密
会
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

未
確
定
な
情
報
が
部
外
に
流
れ
、
い
た
ず

ら
に
混
乱
を
招
く
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
予
算
削
減
案

に
は
、
各
種
団
体
、
個
人
に
影
響
す
る
も
の
も
含

ま
れ
て
お
り
、
公
表
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
の

認
識
。
議
会
の
了
承
を
得
て
、
部
外
秘
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
情
報
が
町
民
に
漏
れ
、
町
民
の
皆
様

に
混
乱
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
遺
憾
に

思
う
。

問
こ
の
一
年
で
町
長
が
任
命
す
る
二
人
の
理

事
者
が
、
議
員
に
謝
罪
を
求
め
て
い
る
。

町
長
は
こ
れ
に
対
し
て
ど
う
解
釈
し
て
い
る
の

か
。

（
事
実
関
係
を
確
認
の
た
め
、
中
断
の
結
果
）

答
部
外
秘
情
報
が
漏
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、

私
が
謝
罪
を
求
め
た
と
い
う
事
実
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
財
政
再
建
が
叫
ば
れ
る
中
、
職
員
の
飲
酒

問
題
、
農
業
者
へ
の
不
払
い
問
題
と
次
々

に
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
町
長
は
ど
う
感
じ
て

い
る
の
か
。

答
色
々
な
問
題
が
重
な
り
、
不
祥
事
も
起
き

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
。
身
を
引
き
締

め
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
立
て
直
し
を
図
り
た

い
。
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ス
マ
ホ
を

か
ざ
し
て

クラフトパーク

町長答弁
(YouTube)

質
問
者

質
問
事
項

横
澤 

は
ま 
議
員

・
財
政
再
建

・
豊
か
な
暮
ら
し
と
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り

中
山   

眞 

議
員

・
現
在
の
財
政
状
況
に
陥
っ
た
原
因

・
令
和
7
年
ま
で
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

・
町
長
、
副
町
長
の
決
意

矢
口   

稔 

議
員

・
財
政
に
対
す
る
意
識
を
変
え
る
施
策
等
に

つ
い
て

・
経
費
削
減
の
た
め
の
契
約
の
見
直
し
に
つ

い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

矢
口 

新
平 

議
員

・
令
和
3
年
度
の
予
算
の
基
本
的
な
考
え

方
は

服
部 

久
子 

議
員

・
将
来
を
見
通
し
た
会
染
保
育
園
の
再
建
を

・
高
齢
者
施
設
、
保
育
園
、
学
校
な
ど
の
職

員
に
P
C
R
検
査
を

・
国
の
第
3
次
コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
で
低
所

得
者
、
学
生
に
生
活
支
援
給
付
を

・
生
活
保
護
申
請
時
の
扶
養
照
会
に
つ
い
て

薄
井 

孝
彦 

議
員

・
地
下
水
資
源
保
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
町
財
政
再
建
の
取
り
組
み
と
町
の
振
興
策

に
つ
い
て

大
出 

美
晴 

議
員

・
災
害
時
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
経
常
経
費
の
圧
縮
に
つ
い
て

・
特
産
品
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て



一
般
質
問

問
幼
児
教
育
あ
り
方
研
究
部
会
の
会
染
保
育

園
の
老
朽
化
対
応
の
中
間
答
申
は
、「
3

歳
児
以
上
は
会
染
児
童
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
、
未

満
児
は
民
間
事
業
所
に
。
給
食
は
池
田
保
育
園
か

ら
搬
入
。
放
課
後
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
会
染
小
学
校

の
空
き
教
室
を
使
用
。
未
就
園
児
の
親
子
利
用
は

池
田
児
童
ク
ラ
ブ
を
使
う
」
と
あ
る
。
20
年
、
30

年
と
定
着
す
る
と
思
え
な
い
が
。

答
保
護
者
、
住
民
と
対
話
し
、「
子
ど
も
が

ま
ん
な
か
」
の
理
念
を
具
現
化
で
き
る
最

終
答
申
を
来
年
度
ま
で
に
出
す
。

問
県
道
沿
い
で
、
園
児
の
飛
び
出
し
や
送
迎

時
の
混
雑
で
危
険
で
は
な
い
か
。
未
満
児

の
民
間
事
業
所
に
入
所
は
、
保
育
の
質
と
安
定
は

保
た
れ
る
か
。

答
指
摘
の
危
険
性
に
つ
い
て
解
決
で
き
る
提

案
を
ま
と
め
る
。
今
後
、
町
の
幼
児
教
育

は
、
官
民
連
携
は
不
可
欠
で
あ
る
。

問
児
童
セ
ン
タ
ー
に
教
室
を
増
設
す
る
場
合

北
側
に
増
設
す
れ
ば
日
照
が
確
保
で
き
な

い
。
現
在
の
会
染
保
育
園
を
財
政
の
見
通
し
が
つ

く
ま
で
使
用
し
、建
設
し
た
方
が
良
い
と
思
う
が
。

答
老
朽
化
が
進
む
会
染
保
育
園
の
今
後
は
、

財
政
難
の
解
決
と
同
時
に
議
論
を
進
め
る
。

問
移
住
定
住
補
助
金
の
対
象
者
は
町
内
在
住

者
だ
け
に
し
て
は
。

答 

移
住
定
住
補
助
金
は
人
口
減
少
の
大
き
な

砦
と
な
る
、
必
要
で
あ
る
。

問
来
年
度
以
降
町
職
員
の
減
員
を
視
野
に
入

れ
る
の
か
。

答 

大
型
事
業
が
続
き
、
課
と
職
員
の
増
加
に

繋
が
っ
た
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
、
適
正
な
人
数
を
精
査
し
て
い
く
。

美
術
館
の
指
定
管
理
は

問
美
術
館
等
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
来
場
者
が
激
減
し
て
い
る
。
町
長
は
指

定
管
理
者
と
、
休
館
も
視
野
に
入
れ
話
し
合
い
を

し
た
の
か
。

答 

指
定
管
理
者
の
社
長
と
は
会
っ
て
い
な

い
。
契
約
途
中
で
解
約
す
る
と
同
等
の
お

金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
契
約
終
了
ま
で
に
方

向
性
を
出
す
。

将
来
の
町
の
借
金
は

問 

実
質
公
債
費
比
率
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
令
和
7
年
度
に
16
．
4
%
と
な
る
。

こ
れ
以
上
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
。
ま
た
将
来
町

の
借
金
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

庁
内
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
を

問
財
政
状
況
が
ひ
っ
迫
す
る
中
で
、
心
理
学

の
観
点
か
ら
、
行
政
は
現
状
を
維
持
し
よ

う
と
す
る
バ
イ
ア
ス
（
思
考
の
偏
り
）
が
障
害
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
る
。
現
状
を
打
破
す

る
施
策
は
。

答
町
で
は
昨
年
度
当
初
、
慣
れ
な
い
職
員
を

中
心
に
「
予
算
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

ス
タ
ー
ト
、
そ
の
根
底
に
は
現
状
打
破
の
思
い
が

詰
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
職
員
全
体
に
財
政

へ
の
危
機
感
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
４
月
か
ら
課

長
、
財
政
担
当
含
め
て
一
つ
の
横
断
的
・
全
庁
的

な
形
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
。
共
通
認

識
を
持
ち
成
果
を
出
し
て
い
き
た
い
。

基
金
の
運
用
を
明
確
化

問
現
在
町
で
は
12
の
基
金
を
運
用
し
て
い

る
。
し
か
し
、
積
み
立
て
の
方
法
な
ど
条

例
上
に
お
い
て
あ
い
ま
い
な
点
も
多
い
と
感
じ

る
。
目
的
基
金
を
明
確
化
し
、
将
来
に
備
え
る
べ

き
で
は
。

答
今
後
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
、
更
新
な

ど
に
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。
計
画

的
な
積
み
立
て
を
進
め
る
必
要
性
を
感
じ
て
い

服
部
久
子 

議
員

将
来
を
見
通
し
た
会

染
保
育
園
の
再
建
を

矢
口
新
平 

議
員

移
住
定
住
補
助
金
、

町
外
か
ら
の
移
住
者

補
助
を
や
め
て
は

矢
口　

稔 

議
員

現
状
を
打
破
す
る
施

策
は
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一
般
質
問

コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
で
低
所
得
者
、
学
生

に
生
活
支
援
給
付
を

問
コ
ロ
ナ
禍
で
休
業
や
雇
止
め
で
生
活
困
窮

者
が
増
え
て
い
る
。
町
が
受
け
た
相
談
の

数
と
内
容
は
。

答
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
1
7
4
件
の
貸
付

相
談
が
あ
っ
た
。
解
雇
や
以
前
か
ら
経
済
的

に
困
窮
し
、
コ
ロ
ナ
で
更
に
所
得
が
減
っ
た
と
の
内

容
だ
っ
た
。
相
談
体
制
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

問
第
3
次
の
国
の
交
付
金
が
出
る
が
、
低
所

得
者
と
学
生
に
生
活
支
援
給
付
を
求
め
る
。

答
再
支
給
は
考
え
て
い
な
い
。

生
活
保
護
申
請
時
の
扶
養
照
会

問
生
活
保
護
の
申
請
時
に
扶
養
照
会
が
あ
る

の
で
申
請
を
控
え
る
傾
向
が
あ
る
。
扶
養
照

会
を
な
く
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答
国
の
実
施
要
綱
は
、
扶
養
義
務
履
行
が
で

き
な
い
場
合
、
扶
養
照
会
を
行
わ
な
い
と

し
て
い
る
。
実
施
要
綱
の
基
準
で
対
応
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

答 

一
般
会
計
の
借
入
金
の
未
償
還
元
金
は
令

和
2
年
度
末
53
億
3
9
0
0
万
円
か
ら
令

和
7
年
度
末
に
は
36
億
7
9
0
0
万
円
ま
で
減
少

す
る
見
込
み
。
新
し
い
事
業
を
し
な
い
こ
と
を
前

提
に
、
全
会
計
を
合
わ
せ
る
と
令
和
7
年
度
末
に

は
64
億
2
4
0
0
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
見
込
み
は

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
町
と
し
て
の
展
望
と
、

具
体
的
施
策
は
。

答
今
年
度
は
7
千
万
円
強
を
見
込
む
。
寄
付

額
は
頭
打
ち
の
兆
し
は
あ
る
が
、
有
機
米
、

広
津
豚
の
加
工
品
等
新
規
返
礼
品
に
よ
る
寄
付
額

増
に
期
待
す
る
。
ま
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
と
り

ま
と
め
業
者
の
役
割
も
大
き
い
。
さ
ら
な
る
取
り

組
み
を
し
て
い
く
。

問 
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
の
在
り
方
と
こ
れ
か
ら

の
方
針
は
。

答 
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
ハ
ー
ブ
の
里

拠
点
と
し
て
整
え
る
。
今
年
度
の
来
園
者

は
1
万
人
で
売
上
4
5
0
万
円
程
度
を
見
込
む
。

る
。
財
源
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ
る
が
、
土

地
開
発
公
社
解
散
残
余
金
（
４
２
７
９
万
円
）
の

よ
う
な
ま
と
ま
っ
た
収
入
は
、
近
い
将
来
計
画
し

て
い
る
「
会
染
小
学
校
大
規
模
改
修
」
な
ど
の
財

源
の
一
部
に
あ
て
る
よ
う
、
目
的
を
明
確
に
し
て

い
き
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
ミ
ス
が
無
い
よ
う
対
応

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見

通
し
と
人
員
の
体
制
は
。

答
国
で
は
４
月
26
日
の
週
に
は
全
国
の
市
町

村
に
行
き
渡
る
数
量
の
ワ
ク
チ
ン
を
発
送

し
た
い
と
し
て
い
る
。
人
員
に
つ
い
て
は
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
気
づ
く
所
も
多
く
、
大

変
な
事
業
で
あ
り
、
ミ
ス
の
無
い
よ
う
慎
重
に
取

り
組
ま
な
く
て
は
と
考
え
て
い
る
。
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役場内に各課横断的なプロジェクトが
立ち上がる

ハーブの里の拠点
道の駅東ハーブガーデン

保育室増設計画がある
会染児童センター北側



一
般
質
問

議
会
を
傍
聴
し
て

ほ
と
ん
ど
の
議
会
一
般
質
問
を
傍
聴
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
町
民
説
明
会
が
あ
っ
た
り
、
多
く
の
議
員
が

財
政
問
題
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
無
線
放
送
が
あ
り
、
今

ま
で
に
な
く
多
数
の
町
民
の
方
が
傍
聴
に
来
て
い
ま
し

た
。
議
会
全
体
が
大
変
い
い
緊
張
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
な
る
べ
く
早
く
議
員
の
皆
さ
ん
の
質
問

内
容
を
広
く
告
知
し
て
も
ら
い
、
私
た
ち
町
民
も
声
を
か

け
あ
い
、誘
っ
て
傍
聴
に
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

議
長
も
含
め
全
議
員
が
一
般
質
問
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
般
質
問
を
傍
聴
し
て

町
の
財
政
ひ
っ
迫
が
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ
れ
て
い
る
中
、

友
達
を
誘
っ
て
、緊
張
感
を
も
っ
て
傍
聴
に
行
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
町
側
の
曖
昧
な
答
弁
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

議
員
の
緊
迫
感
の
あ
る
切
実
な
訴
え
に
、
町
側
に
は
何

も
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
来
な
い
回
答
。

本
当
の
問
題
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
町
長
は
理
解
で
き
て

い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
町
長
の
現
実
味
を
お
び
た

言
葉
を
聞
き
た
か
っ
た
。

「
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
る
と
言
っ

て
い
る
だ
け
で
、
責
任
者
か
ら
の
具
体
的
解
決
策
は
何
も

提
言
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
責
任
転
嫁
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
本

当
に
財
政
危
機
と
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
、
傍
聴
者
も
多
く
詰
め
か
け
て
い
る
の
に
、
何

も
説
明
の
な
い
中
断
、
長
い
こ
と
待
た
さ
れ
た
後
、
さ
ら

に
一
時
間
半
の
休
憩
に
、あ
ち
こ
ち
で
“
信
じ
ら
れ
な
い
”

問
安
曇
野
市
に
あ
る
田
淵
行
男
記
念
館
の
湧

水
池
が
今
冬
枯
れ
た
（
写
真
）。
松
本
盆

地
の
地
下
水
資
源
の
保
全
の
た
め
に
、
町
か
ら
ア

ル
プ
ス
地
域
地
下
水
保
全
対
策
協
議
会
に
「
地
下

水
揚
水
の
規
制
を
」
の
提
言
を
。
ま
た
、
町
長
に

安
曇
野
市
長
と
地
下
水
保
全
対
策
に
つ
い
て
話
を

し
て
欲
し
い
が
。

答
ア
ル
プ
ス
地
域
地
下
水
保
全
対
策
協
議
会

に
話
題
と
し
て
出
し
て
い
く
。
安
曇
野
市

長
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
保
全
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

問
今
春
か
ら
大
町
市
に
新
た
な
地
下
水
飲
料

工
場
が
稼
働
す
る
。
同
工
場
の
地
下
水
揚

水
の
町
地
下
水
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
町

内
地
下
水
の
水
位
デ
ー
タ
収
集
を
。
ま
た
、
ロ
ー

プ
式
水
位
計
を
購
入
し
、
水
位
デ
ー
タ
を
調
査
し

て
欲
し
い
。

答
町
内
地
下
水
の
水
位
デ
ー
タ
は
収
集
す

る
。
ロ
ー
プ
式
水
位
計
は
精
査
す
る
。

旧
上
原
商
店
の
跡
地
利
用
を

答
現
在
、
引
き
合
い
が
あ
り
、
具
体
化
す
れ

ば
決
ま
り
次
第
報
告
す
る
。

薄
井
孝
彦 

議
員

松
本
盆
地
の
地
下
水

資
源
の
保
全
対
策
を

問
全
体
予
算
に
お
け
る
経
常
経
費
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
非
常
事
態
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
な
か
、
改
善
し
減
ら
す
た
め
の
具
体

策
は
。

答
適
正
な
財
政
規
模
を
見
極
め
行
政
コ
ス
ト

の
最
適
化
を
は
か
り
、
安
定
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問
自
主
財
源
を
増
や
す
た
め
の
施
策
は
。

答
歳
入
面
で
自
主
財
源
の
取
り
組
み
は
重
要

で
あ
る
。
財
産
収
入
面
で
、
町
有
の
低
・

未
利
用
土
地
建
物
に
つ
い
て
売
却
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
他
普
通
財
産
に
つ
い
て
も
、
順
次
売
却

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

寄
付
金
収
入
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

額
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
規
返
礼
品
の
充

実
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
手
数
料
等
の
コ
ス
ト
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
公
共
施
設
の
使
用
料

も
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
特
産
品
開
発
の
成

果
は問

特
産
品
開
発
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

大
出
美
晴 

議
員

総
合
的
な
経
常
経
費

の
見
直
し
に
つ
い
て

町
民
の
声
よ
り
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一
般
質
問

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
い
く
ら
議
会
中
心
に
進
め
ら
れ

る
と
は
い
え
、
傍
聴
者
の
い
る
こ
と
に
何
の
配
慮
も
し
て

い
な
い
。

町
と
議
会
は
自
ら
の
責
任
で
、
行
財
政
改
革
を
進
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
議
員
選
挙
は
必
ず
必
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。
議
員
と
し
て
の
責
任
感
が
強
く
な
り
ま
す
。
議
員
一

人
ひ
と
り
が
町
民
と
つ
な
が

り
、
み
ん
な
が
行
政
に
関
心

を
持
た
な
け
れ
ば
、
町
は
再

建
で
き
ま
せ
ん
。

議
員
の
皆
さ
ん
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

師
岡　

佳
子　

他
二
名

同
　
意

同
意
案
件
が
2
件
提
出
さ
れ
議
会
と
し
て
同
意
し
ま

し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
（
新
任
）

中
村
一
雄
さ
ん
（
鵜
山
64
歳
）

教
育
委
員
会
委
員
（
再
任
）

後
藤
博
志
さ
ん
（
三
丁
目
52
歳
）

コ
ロ
ナ
禍
あ
け
に
向
け
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
観
光
施
策
の
準
備
を

答
関
係
者
で
協
議
し
、
準
備
し
て
い
く
。

町
財
政
再
建
の
取
り
組
み
を

問
会
染
西
部
ほ
場
整
備
非
農
用
地
の
活
用
整

備
及
び
会
染
保
育
園
の
施
設
整
備
の
財
政

へ
の
影
響
は
。
ま
た
、
整
備
の
考
え
方
は
。

答
両
工
事
を
各
5
億
円
で
整
備
し
て
も
実
質
公

債
費
比
率
は
16
．
4
%
を
超
え
な
い
試
算

で
あ
る
が
、
費
用
は
抑
え
て
い
く
よ
う
検
討
す
る
。

問
町
職
員
な
ど
の
増
減
計
画
に
つ
い
て
議
会

に
説
明
が
な
い
。
12
月
定
例
会
ま
で
に
説

明
を
。

答
今
後
は
議
会
と
相
談
し
て
い
く
。

問
今
後
の
美
術
館
・
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
に
つ

い
て
町
民
の
意
見
を
聴
く
場
の
設
定
を
。

答
町
民
の
意
見
は
聴
い
て
い
く
。

答
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
り
実
施
し
た
特

産
品
開
発
は
、
桜
仙
峡
あ
ず
き
の
ど
ら
焼

き
・
く
ず
も
ち
バ
ー
・
桑
と
ハ
ー
ブ
の
ブ
レ
ン
ド

テ
ィ
ー
で
あ
る
。
開
発
・
販
売
し
た
商
品
は
現

在
、
材
料
調
達
等
が
で
き
な
い
た
め
生
産
し
て
い

な
い
。
生
産
継
続
の
難
し
さ
や
課
題
が
残
る
。

問
町
と
し
て
特
産
品
を
ど
う
し
た
い
の
か
、

ま
た
何
を
し
た
い
の
か
。

答
農
商
工
業
関
係
者
と
連
携
し
取
り
組
む
。

結
果
、
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
特
産
品
開
発
に
よ
り
地
域
活
性
化
、
農
業
の

担
い
手
確
保
、
農
地
の
保
全
、
観
光
事
業
の
発
展

等
に
つ
な
が
る
は
ず
。
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今冬枯れた安曇野市にある田淵行
男記念館の湧水池（3月19日撮影）
注：建物１階前の湧水池は例年冬
でも10cm程度の水深であった。今
冬、湧水が枯渇し、池底が露出した。

地域おこし協力隊が携わった広津正の田の桑畑



　
4
月
よ
り
、
町
の
「
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
」、
議
会
内

行
財
政
改
革
研
究
特
別
委
員
会

が
発
足
し
、
町
政
と
三
権
分
立

式
で
池
田
町
の
財
政
問
題
や
未

来
構
想
に
向
け
て
動
き
出
し
ま

す
。
で
き
る
だ
け
途
中
経
過
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
1
3
0
号

と
な
り
、
社
会
環
境
の
変
化
に

合
わ
せ
た
、
ま
た
池
田
町
の
若

い
世
代
や
、
農
業
、
商
工
業
、

福
祉
関
連
等
に
も
っ
と
目
を
向

け
た
発
信
も
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
矢
先
で
す
が
、
こ
の
編

集
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
今
号
で

任
期
満
了
で
す
。
や
り
残
し
感

は
あ
り
ま
す
が
、
二
年
間
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

中
山
　
眞

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
矢
口
　
　
稔 

副
委
員
長
　
　
中
山
　
　
眞

委
　
　
員
　
　
松
野
　
亮
子

大
出
　
美
晴

服
部
　
久
子

那
須
　
博
天
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編
集
後
記
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町
に
苦
言
を
呈
す

行
政
・
議
員
経
験
者
と
し
て

私
は
助
役
経
験
者
と
議
長

経
験
者
と
し
て
、
今
の
町
の
財

政
危
機
を
大
変
な
ピ
ン
チ
だ

と
心
配
し
て
い
る
。
交
流
セ
ン

タ
ー
「
か
え
で
」
を
創
る
に
あ

た
り
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
ミ

ス
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
か
え
で
」
や
、
道
路
整

備
事
業
を
実
行
す
る
に
あ
た

り
、
13
億
5
千
万
円
の
事
業

費
が
20
億
円
を
超
え
る
規
模

に
膨
ら
ん
だ
。
町
長
・
副
町

長
は
理
事
者
と
し
て
、
国
や

県
の
補
助
金
を
計
算
し
財
政

調
整
基
金
が
ど
の
く
ら
い
減

る
の
か
、
把
握
し
て
い
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
町
の
説
明

会
で
私
の
質
問
に
対
し
、
町

長
の
回
答
は
「
い
ろ
い
ろ
あ

り
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
そ

う
な
っ
て
い
た
。」
と
の
こ
と

で
し
た
。
あ
ま
り
に
も
無
責

任
な
答
え
で
あ
り
、
と
て
も

責
任
あ
る
理
事
者
の
回
答
と

は
思
え
な
い
。
事
前
に
計
算

で
き
な
か
っ
た
の
か
疑
問
が

残
る
。
気
づ
い
て
い
れ
ば「
か

え
で
」
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
規

模
を
16
億
円
程
度
に
縮
小
で

き
た
は
ず
。
と
ん
で
も
な
い

「
凡
ミ
ス
」
に
町
民
の
一
人
と

し
て
あ
き
れ
返
っ
て
い
る
。

公
債
費
比
率
と
町
政
の
か
じ
取
り

実
質
公
債
費
比
率
は
町
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
R
7
年
に

は
16
．
4
%
に
な
る
と
予
想
し

て
い
る
。
18
%
に
な
る
と
県
知

事
の
許
可
が
必
要
。
16
．
4
%

と
い
う
こ
と
は
18
%
ま
で
1
．

6
%
し
か
な
い
状
態
。
公
債
費

比
率
の
分
子
は
「
あ
っ
」
と
い

う
間
に
増
え
て
し
ま
う
。
金
額

で
9
千
万
円
か
ら
1
億
円
ほ
ど
、

余
裕
が
な
い
。
今
回
の
町
長
の

よ
う
に
「
気
が
付
い
た
ら
な
っ

て
い
た
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

問
題
で
あ
る
。
も
う
町
政
は
任

せ
ら
れ
な
い
の
か
と
危
惧
す
る
。

も
っ
と
し
っ
か
り
し
た
町
政
の
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丸山　修さん（中之郷）

昭和18年8月２1日生まれ　7７歳
元町議会議長（平成9年〜平成11年）
元町助役（平成12年〜平成16年）

経　　歴

編
集
委
員
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

か
じ
取
り
を
し
て
も
ら
わ
な
い

と
、
さ
ら
に
町
民
に
多
大
な
迷

惑
と
心
配
を
か
け
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。

議
会
は
も
っ
と
勉
強
を

議
会
に
も
大
き
な
責
任
が

あ
る
。
議
会
の
大
き
な
役
割
の

一
つ
と
し
て
「
町
政
の
チ
ェ
ッ

ク
」
を
す
る
こ
と
。
今
回
の
財

政
危
機
は
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
し

回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

柄
で
あ
る
。
議
員
は
常
に
財
政

調
整
基
金
の
状
況
、
町
債
の
増

減
と
内
容
、
そ
し
て
公
債
費
比

率
に
つ
い
て
計
算
と
把
握
を
し

て
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
。
そ
れ
が
今
回
本

会
議
で
予
算
を
通
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
は
大
き
な
ミ
ス
で
あ

り
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
は
た
し
て
い
な
い
証

拠
で
あ
る
。
も
っ
と
勉
強
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

我
々
が
議
員
の
時
は
仲
間
で

勉
強
会
を
開
き
テ
ー
マ
を
決
め
、

例
え
ば
「
町
債
」
に
つ
い
て
と

決
め
る
と
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が

60
億
円
に
お
よ
ぶ
町
債
を
分
析

し
、
全
員
が
自
分
の
意
見
を
発

表
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
議
論
を

し
た
。
勉
強
し
て
な
い
と

議
論
の
中
に
加
わ
れ
な

い
。
ま
た
自
分
が
所
属

し
た
委
員
会
の
内
容
も
、

全
員
が
発
表
す
る
場
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
議
員
は
常
に
勉
強
し
、

一
人
で
分
か
ら
な
い
時
は

仲
間
の
意
見
も
聞
き
、
い

つ
も
切
磋
琢
磨
し
て
町

政
に
臨
ん
で
い
た
。
今
町

民
の
間
で
は
議
員
は
何

を
し
て
い
る
の
か
と
い
う

疑
問
が
出
て
い
て
、
我
々

先
輩
は
心
が
痛
い
思
い

を
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
と
も

立
派
な
議
員
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
要
望
す
る
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

こ
れ
か
ら
は
町
民
全

員
が
町
政
に
関
心
を
持

ち
、
全
員
で
チ
ェ
ッ
ク
し

協
力
し
て
い
か
な
い
と
、

こ
の
大
ピ
ン
チ
は
乗
り

越
え
ら
れ
な
い
。
毎
年

1
億
円
・
2
億
円
と
い

う
大
き
な
お
金
が
不
足

し
て
い
く
恐
れ
が
あ
る
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。


